
第２回浜松市医療的ケア児等支援協議会

会 議 録

１ 開 催 日 時  令和２年１１月６日 午後２時から午後２時５０分

２ 開 催 場 所  浜松市役所 ５１会議室

３ 出 席 状 況

委員氏名 所 属 備 考 

宮谷 恵 聖隷クリストファー大学  

遠藤 雄策（会長） 浜松市発達医療総合福祉センター はままつ友愛のさと  

大木 茂 総合病院 聖隷浜松病院 総合周産期母子医療センター新生児科

尾田 優美子 浜松市訪問看護ステーション連絡協議会  

岡﨑 貴宏 岡崎内科医院 Zoom 参加

藤田 延江 県立西部特別支援学校  

里 あゆ子 浜松地区肢体不自由児親の会

清水 恵美 在宅医療ケアのある子を持つ親の会  

梶村 美由紀 浜松市中障がい者相談支援センター  

鈴木 崇之 相談支援事業所アグネス  

雨宮 寛（副会長） 浜松市障がい者基幹相談支援センター  

石川 博則 学校教育部  指導課  

小山 東男 健康福祉部  健康増進課 Zoom 参加

井川 宜彦 こども家庭部 幼児教育・保育課 

鈴木 和彦 こども家庭部 子育て支援課  

板倉 称 健康福祉部  健康医療課 Zoom 参加

島 和之 健康福祉部  健康医療課 Zoom 参加

久保田 尚宏 健康福祉部 障害保健福祉課 （事務局）

夏目 健一 健康福祉部 障害保健福祉課 （事務局）

柴田 多美子 健康福祉部 障害保健福祉課 （事務局）

山内 愛美 健康福祉部 障害保健福祉課 （事務局）

４ 傍 聴 者  なし

公開・非公開の別
■公 開 □部分公開

□ 非公開



５ 議 事 内 容

１ 全数把握調査報告

２ 災害時支援に関する進捗状況報告

３ 医療的ケア児を持つ保護者への意見を伺う会報告

４ その他

６ 会議録作成者  障害保健福祉課生活支援第２グループ 山内

７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録

          録音の有無  無

８ 会 議 記 録

１ 全数把握調査報告 

  資料に基づき事務局から説明 

（委員からの意見） 

 ・施設入所児は調査対象に含まれるか。 

 ⇒（事務局）施設入所は対象外。 

 ・成人の医療的ケア内容の「その他」はどのようなケア内容か。 

 ⇒（事務局）医療的ケア内容が未記入のものは「その他」でカウントしている。

 ・医療的ケア児の３歳児未満人数について３歳児未満全数から見た割合を示して

ほしい。 

 ⇒（事務局）手持ちのデータがないため、次回協議会で報告する。 

 ・医療的ケア内容の実人数だけでなく延人数も共有してほしい。 

 ⇒（事務局）次回協議会で報告する。 

 ・今後のスケジュールを教えてほしい。 

 ⇒（事務局）年度内には安否確認対応者を確定、災害時個別支援計画は来年の台

風時期前までの作成を考えている。 

２ 災害時支援に関する進捗状況報告 

資料に基づき事務局から説明 

（委員からの意見） 

 ・安否確認システムの双方向性は、人工呼吸器管理と在宅酸素療法、それ以外の

医療的ケアは市からの情報発信のみという捉えで良いか。 

 ⇒（事務局）そのとおり。 

 ・安否確認システムは、メール配信訓練の利用だけでなく普段から運用してほし

い。また、災害時を想定して訓練実施もしてほしい。 

 ・医療機関や人工呼吸器、在宅酸素を取扱っている企業との情報の集約や共有を

してほしい。 

 ⇒（事務局）企業との話し合いは、健康医療課を中心に対応中。安否確認等の話



し合いは安否確認システムの登録が進んでから行う予定。 

 ・どの機関が安否確認支援者となるのか。 

 ⇒（事務局）医療的ケア児等に関わる相談支援事業所、福祉サービス事業所を想

定。 

 ・医療機関や訪問看護ステーションとも安否確認システムの情報共有をすべき。

 ⇒（事務局）医療機関や訪問看護ステーションは情報共有する機関として想定し

ている。 

３ 医療的ケア児を持つ保護者への意見を伺う会報告 

  資料に基づき事務局より説明 

（委員からの意見） 

 ・新型コロナウイルス感染症に関連した意見はあったか。 

 ⇒（事務局）保護者自身が新型コロナに罹患した場合の子どもへの対応について

意見があった。 

４ その他 

  （委員からの意見） 

 ・障がい者自立支援協議会と連携してほしい。 

  ⇒（事務局）医療的ケア児の支援、体制整備について共有するため自立支援協

議会において本協議会報告をしていく予定。 

 ・支援者養成研修の実施状況及び今後の方針について報告してほしい。 

⇒（事務局）アンケート等の結果をまとめ、次回協議会で報告する。 


